
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-10-06

勞働保險ノ創設カ,工塲法ノ勵行カ(1)

(Citation)
經濟學商業學國民經濟雜誌,24(6):805-820

(Issue Date)
1918-06

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/00052891

瀧谷, 善一



労
働
保
険

ノ
創
設
カ
.
工
場
法

ノ
励
行
カ
(英

一
)

榊

14

高

等

商

業

学

校

教

授

商

率

土

瀧

令

書

1

ニ

衆

議

院

ハ
本

年

三

月
'代

議

士

上

村

耕

作
.紫

外

一
名

提

出

ノ
革

働

保

険

法

制

定

1小
関

ス

ル
娃

蔽

案

ヲ
可

決

セ

リ
5

両

シ
テ

政

府

委

員

ハ
同

産

議

案

ノ
委

員

督

.!
於

テ
'来

年

度

預

算

-1
労

働

保

険

調

査

費

ヲ
計

上

ス

べ

キ

コ
･i
ヲ
言

明

セ
ク

ト
伯

へ
ラ

ル
や

斯

ク
テ

絶

家
'聾

者
へ政

治

家

三
伏

リ
テ

屡

論

議

セ

ラ

レ
ク

ル
労

働

保

険

ハ
漸

ク
資

際

問

題

ト

シ
テ

放

歌

ハ
レ

ン
ト

ス

ル

ノ
徴

候

ヲ
示

シ

釆

レ
ク
｡

惟

フ

ーー
労

働

保

険

ノ

社

食

政

策

上

必

要

ナ

ル
施

設

タ

ル

コ
ト

'l
多

ク

/
人

ノ
等

シ

ク
詔

ム

ル

所

ナ
ル

べ

キ

竜
夷

制

度

ノ
組

織
丙

容

及

ビ
貨

蒐

ノ
時

期

ニ
ッ

キ

テ

ハ
著

シ

キ
議

論

ノ
加

速

ヲ
見

ル

ナ

ル

ベ

シ
b

殊

-)
労

働

保

険

賓

施

ノ
時

期

一一
関

シ
テ

PT
各

種

ノ
方

面

ヨ
リ

､各

棟

ノ
異

論

ヲ
生

ズ

ル

コ
ト
想

像

ス

ル

ェ
難

カ

ラ

ズ
')

其

議

論

ノ

t1

.1
労

働

保

険

制

皮

質

施

以

前

.1
融

合

政

策

上
'

狩

他

--
賓

施

ス
べ

キ

一
層

緊

急

ナ

ル
施

設

ナ

キ

ヤ

.一
審

ル

べ

ク
'繭
.
シ

テ

此

間

題

ノ
焦

鮎

･,
具

髄

節
二
十
内
容

(八〇
五
)

論

説

帝
働
保
陰
ノ
創
設
カ
､
工
場
法
ノ
励
行

か

節
五
紙

二
1



郊
二
十
的
巷

(
A
CT/六
)

-
論

説

労
働
採
取
ノ
創
設
カ
'
工
場
法
ノ
励
行
刀

F

第
五
蚊

三
〟

～

的

ニ
,,
労
働

保
険

工
依
ル

事
後

ノ
救
済

ヨ
サ

バ
疾
病
虜

寧

ノ
藤

防

ノ
方
緊
執

ナ

ラ
ズ

ヤ
ト

ノ
粘

■

エ
ア
ル

べ
シ

.レ

労
働

保
険

ノ
創

設

カ
､工
場

数

ノ
励
行
(並

.二

股

衛
生
準

備

ノ
改
善
)カ
b

此
問

題
ハ

数
年

前
'英

図

二
於

テ
'勢
働

保
険

制

圧

ヲ
立

テ

ン
･-
セ
ル

ト

キ
､論
議

セ
ラ

レ
タ

ル

コ
ト

ア
リ
.

叉

現

-一
米
図

･t
於

テ
'疾
病
保
険

制

度

ヲ
立

テ

ン
･1

ス
ル

運
動

.1
静

聯

シ
テ
盛

二
論
議

セ
ラ

レ
ッ

､
ア
ル

併
ナ

リ
｡

我

ガ
蔽
倉

政
策

学
食

二
於

チ

モ
p亦
感

プ
感

勘

保
険

問
題
芋

討
議

シ
ク
ル

際
'此

粘

fT
ツ
キ
議

5
莞

諭

ヲ
生

ジ
ク
ル

コ
ト

ア
ブ

O

惟

フ

小一
此
間

題

ハ
英
国

.l･
於

ケ
ル

勢

働

保
険

ノ
緊
切

度
食
工

場

法

ノ
賓

魔
状

態
.衛

生
施

設

ノ
現
状
､並

]-
工
業

J
負
培

程
度
等

工
依

リ

グ
判
断

ス
べ
キ
事

項

-一
層

シ
､

且

ッ
労

働

保
険

ノ
組

織
如

何

工
依
ヅ

テ
/

モ
'多

少

論
結

ヲ
輿

.t
セ
ザ

ル

べ
カ
ラ
ザ

ル

モ
ノ
ナ

ラ

ン〉

然
ル

】-
比
等

ノ
事

項
t一

関

シ
テ
plt
現

二
我
麟

二
於

テ
'十

分

ナ

ル

材
徹

ガ
存
在

七
ザ
ル

ヲ
損

.7
､

＼
余

ノ
本
意

工

於

テ
諭

ズ
ル
虚

モ

亦
日

夕
鼻
腔

的
ナ

ル

能

ハ
ザ
ル

ヲ
遺

城

-,
スー

余

ハ
此

;.,
外

囲

1J

於

ケ
ル

労
働

保
険
賓

蒐

ノ
結
果

二
鑑

ミ
'ま

ト

ン
Lh
保
険

技

術

上

ヨ

リ
此
問
題

工
封

ヌ
ル

愚
見

ノ
大

要

ヲ
述

べ

ン
ー
欲

ス
ル
ナ

リ
｡

鰯

(
〓
統
合
政
策
嬰骨

論
叢
勢
滋
階
勢
鰯
保
険
o
L
･:'
-ヒ
･札
束
､
∵

.C
T

一
二
三
貰
､
及
び
二
二ヒ
試

聖

考

藷.I



本
論
チ
草

r{
ル
ニ
督
-
'
噂

二､左
ノ
著
述

二
親

フ

併
多
シ

｡

B
e
r
n
h
a
rd
)
i
,

U
n
er
w

夢
sc
h
te
F
otge
Ll

d
Lir
d
eutsch
eつ
S
o
ziltpO
〓
ti
k
.
Ⅰ3erlin
,
1
9
72,

C
r
c-w

etr
F
.
S
o
cia
l

In
su
r
an
c
e
W
ith
sp
e
c
ial
r
e
feren
ce
to
C
om
r)u
ls
o
ry

lle<,i)lh
I
n
suran
ce.
N
.Y
.
‡9
77A

D
aw
son
,
W

.
a

S
JCial
lns
u
rtm
ce
in
(.,Llrm
LILn
y
,
IL
n
d
いTL,
19
H2
,

D
r
e
s
s
e
r.
F
.
F
.
A
ss
t･Lr昌

Ce
Of
tTea]th
v
e
rstlS
rich
n
ess
Insura
n
c
e
.
P
ぎ
c
eed
il応
S
O
f

th
e
C
｡乞
elu
en
Ce
O
n

S
o
c
i,li
I'm
lra!lC
e
.
W
aqh
･

Sn
g
to
n
.
19
I
7
-

F
is
ch
e
r
,
A
.
V
e
m
lisste
F
J
lgc
n

d
er
d
e
utcICJen
S
)㌢
lvercie
h
e
ru
n
,,

J
th
r
ljii
c
h
er
r守

N
a
ti√)･111.[ハOn
Om
ie

tm
l/I
S
iat山stik
.
19E
3.

S
.
5
7
7･-
60
2
,

F
r
a

nk
e
l,
L
.
a
.
and
I)aw

Sn
M
.H
,
W

.
rk
irlg
m
erI's
In
Stlran
Ce
in
F･u
rop
e
,
N
I
V
･

r9
)0
,

F
r
山e
d
e
n
ub
u
re.)
F

l
y
)ie
lJra

yjS
(1erd
e
u
tsc
]､e
n
S｡
Z

h
lversi｡h
eru11L,T,
B
erご
n
･
,o
Z
T･

G
a
n
n
e
t
t,
L
_

a
.
73e
rn
h
a
rCt's

U
n
erw
ti･lSCh
le
F
olg
en
(ler
d
e
n
t･qeTle
n

S
(,zr
こ
ち
こ
こ
k

a
n
〔二

ts

C
rlこ
1S,Q
tlll･Lerly
l
,u
Tn
r1
1

of
T･:c
o
n
o･

m

ics.
19
H4
,
M
ay
.

R
u
b
in
ow
.
Ⅰ.
寅
.
S

r,cinl
fn
-,urg
ce･
N
･
Y
･
T9H
3･

s
ch
w
e
d
tm
a
n
,

F
･
C･
p
n
l
出
n
ery
-
1.
A
･
A
,･c
id
e
n
t

P
reve,nニ
Jrl
Iln
J
T<･e
lie
f･
N
j
Y
･

7,)lT･

w
a
rr
e
n
I
B
･
S
･
a
n
d

S
y
d
3n
Ctrlck
er,
E
･
H
e
a
tth

rn
stlrS
ee;
its
lル
eta
tII,n

tO

n
l7,lie
TTIL･l
三
･,｣
/､aSh
ing
言

.･
79
76･

w
ebb
.
S
.
T
llC
P
revenこ
o
zI
J)f
D
C
St..tE
i
)n
L

J
一nd
(m
･
t9
=
･

W

u
o
db
u
r
y
}
R

ナ
芦

SU
c
i･Li
ln
S
u
ran
Ce･
N
･
Y

･
I9
IT
,

z
q
h
n.
F
.
B
eぎ
tt.n
g
du
rch
h
ie
d
eutsche
A
rh
eite
rv
e
r
sich
ert.n的
･
r/Je
itseh,毒

fl.ir
d
ieg
estl･mt
e

V
ers
ic
h
eru
n
g
sw
is
su
sch
ft･
Ⅰ9
H2,

陶
浩
畢
博

士

.
工
場
按
論
(
改

訂
増
補

)

大
鹿

六
年

二

努

働

保

険
PT

現
今

多

ク

ノ
図

工
於

テ

行

ハ
レ

ツ

,
ア
リ
っ
タ

レ
ド
猫
逸

ノ
労

働

保

険

制

度
.,

撃

寺

四
番

(
八
〇
七
)

論

説

勢
勧
保
険
ノ
即
設
カ
二

･壷

按
ノ
励
行
分

節
五
紙

二
三



第
二
十
内
容

(
八
〇
八
)

論

説

労
働
保
険
ノ
創
設
カ
t
ljt場
法
ノ
勤
行
力

罪
五
紙

二
祖

二

)

三

十

年

内

外

ノ
経

験

ヲ
有

シ

､

最

モ
可

キ
成

績

ヲ
拳

グ

ク

リ

ト
解

セ

ラ

ル

ノ,

ヲ
以

テ
'本

論

一一
於

テ

'1

ま

ト

シ
テ

鞠

逸

ノ
制

度

ヲ
材

料

ト

シ
テ
i引

用

ヌ

ル

コ
ト

,
セ

リ

猫
逸

勢

働

保

険

制

皮

質

施

ノ
結

果

ニ
ッ

キ

テ

J,
識

者

ノ
意

見

必

ズ

シ
モ

一
致

セ

ズ
G

7
方

二

於

一ブ

Z
l
3m
,

I･1SS,
H
itZe,K
a
u
rm

ann
ノ
射

キ

此

制

度

ヲ
謁

歌

ス
ル

者

ア

ル

ト
同

時

11
'他

方

二
於

ブ

F
riedens
b･L.l･g,
P･el･nhard,
F
Lll･
nam
等

ノ
卿

ク
'此

制

度
t.1

批

酢

ヲ
加

フ

ル
者

ア
リ

｡

然

レ
ド

モ
凡

-∫

ノ
論

者

ノ

一
致

シ
テ
労

働

保

険

ノ

一
大

貢

献

ナ

リ
･L
ナ

ス
鮎

'1
此

制

度

ガ
団

民

ノ
健

康

ヲ
増

進

シ
'努

働

能

力

ヲ
昂

進

シ
ク
ル

コ
ト

ナ

ク
｡

此

革

タ
ル

箕

-一
労

働

者

ノ
幸

福

ヲ
増

進

シ
'狗

逸

ノ
産

業

ヲ
登

壇

セ

シ

ム

ル

エ
興

タ
カ

ァ

ル

モ

ノ

ニ
シ
テ
'労

働

保

険

ハ
此

鮎

二
於

一ブ
測

ル

べ

カ

ラ

ザ

ル

貢

献

ヲ

猫

逸

ノ
国

民

経

済

並

17
労

働

融

合

1]
蔚

シ

タ

ル

モ
ノ
ナ

ク
｡

今

左

二
此

鮎

.J
ツ

キ
簡

単

17
統

計

的

考

察

ヲ
為

サ

ン
O

(
二
)

(
[
)先

ブ
発

一
1一
工

壕

二
於

ケ

ル
傷

害

ガ

次

第

工
著

シ
ク
減

少

シ

ク

リ

即

チ

T
)負

傷

二
因
ル

死

亡
ガ

年

下
共

.)
演

少

シ
､被

保

険

者

千

人

ニ
ッ

キ

1.
八

八

七

年

ノ
最

高

○
'七

七

人

ヨ
リ
二

九

一

九
,八
四
六
,五

九
板

ボ

ナ
レ

二

空

一
年

一二

完

八

七

年

ヨ
-

芸

傷

JT
因

ル

究

u

者

ヲ

二

七

七

三

人

或

ケ
娩

少

シ
タ

ル

諾

ナ

タ
ひ
(
a
)全

身

感

涙

rT
吏

二
者

シ
ク
演

少

シ
'破

保

険

者

千

人

lt



ッ

キ

.t
<

八
七

年

ノ
最

高

〇
七

三

人

ヨ
-

完

三

年

ノ
轟

低
率

C
三

人

-
ナ

レ
(川
),

即
チ

7

九

一

一
年

ノ
被

保

険

者

数

ヲ
基

エ
シ
テ
言

へ
.二

一
九

一
二
年

ニ

'T
一
八

八

七
年

ヨ
リ

モ
六
人

九

先
人

攻

ケ
生
身

壌

疾

ヲ
波

少

シ
タ

ル
琵

ナ
リ

｡

(
二

一
都

塵

疾

ハ

一
時

曙

加

シ
､被

保
険

者

千

人

ニ

ッ

キ

一
八
九

三

年

戎

7
人

九

四

年

ニ

ハ
最

高

三
'八

二
人

二
達

セ

ル
ガ

一
九

〇
二
年

度

以

後

次

第

工
減

少

シ
テ

1
九

一
二
年

ニ

'l
最

低

二
三

人

三
下

レ
ク
｡

即
チ

一
九

一

山
車

ノ
被

保
険

者

ヲ
標

準

ト

セ

F'(

1
年

二

一
四
'七
七

五

人

ノ

1
部

療

疾

者

ヲ
減

少

シ
ク

ル

次

第

ナ

リ
｡

(
17
二

時

的
勢

働

不

能

'1
被

保

険

者

千

人

ニ
ッ

キ

一
八

八

七

年

ノ
最

低

C)'五
三
人

ヨ
リ
次

第

二
播
加

シ
'
一
九

〇
八

年

ニ

't
四
､三
七

人

二

上

り
'其

以
後

殆

ン
ド
塵

化

ナ

･7;
J

然

シ
ナ

ガ

ラ
､此

増

加

ノ
原
.凶

rl
傷

蕃

報

告

ガ
精

密

ト
ナ

リ
､微
傷

ヲ

モ
報

告

ス

ル

ニ
萱

ヅ
シ

二
田
ル

モ
ノ

14
シ

テ
'賓

際

上

ノ
増

加

二
非

ズ

(五
)

ト

イ

フ

然

ラ

メ
此

ノ
如

キ
傷

害

事

故
城

少

ノ
原

図

如

何
J

之

レ
ヲ
工

塩

梅

害

原

因

統

計

ニ

ヨ
リ
判
断

ス
ル

一一
､其

原
因

ガ
｢工
填

ま

ノ
董

二
蹄

ス

べ
キ
事

由
L

並

ニ
｢工

業

固

有

ノ
危

険
｣
ェ
存

ス
ル

コ
ト

ヲ
知

ル
っ

即

チ

エ
壊

壬

ノ
黄

二
蹄

ス

べ
キ
事

由

二
枚

ル

傷

害

ノ
絶

傷

害

工
封

ス

ル
百

分

比

'1

1
八

八

七

年

ノ
二

〇
四
七

郎

ヨ

ヅ
一
九

〇
七

年

ノ

一
二
'〇

六

が

二
親

少

シ
.工

業

固

有

ノ
危

険

二
田

ル
傷

'二
.:)

掌

/
百

分

比

ハ
同

期

間

二
於

グ

四

四
九

六

%

ヨ
リ

三

七
'六

五
%

三
城

少

セ
-

J

而

シ
テ

工

場

主

原
二
十
粗
食

(
八
C
l九
)

論

訊

労
働
保
険
ノ
創
設
カ
'
工
場
法
-

励

行
カ

第
五
鏡

二
五



第
二
十
四
谷

(<
70
)

論

説

勢
働
保
険
ノ
別
設
カ
'
工
場
法
ノ
励
行
力

軍
血
統

二
六

/
真

二
蹄

ス

べ
キ
傷

害

歩

合

ノ
城

少

ガ
ま

ト

シ
テ
'安

全

器

械

ノ
使

用

不

完

全

ナ

ル

器

械

ノ
廃

止
'

(七
)

遺

骨

ナ

ル

取

締

励

行

二
困

ル

ゼ
ノ
ナ
ル

コ
ト

rl
叉

統

計

的

工

明

澄

セ

ラ

レ

ク

ル

所

ナ

リ
J

工

業

固

有

/
危

険

二
田

ル
傷

害

歩

令

ノ
城

少

モ
亦

工

場

設

備

ノ
改

良

1-
負

フ
所

大

ナ

ル

べ

シ

由

是

軌

之
､鳩
逸

二
於

ケ

ル
傷

蕃

ガ
労

働

保

険

賓

施

以

凍

減

少

シ
'而

カ

モ
正

観

少

ガ

ま

ト

シ
テ

工

坊

主

ノ
傷

害

防

止

設

備

ヲ
完

金

主
セ

ル

ニ
基

ク
コ

J･
ヲ
知

ル

べ

シ
っ

蓋

シ
､狗
逸

tt
於

テ

J,
傷

害

保

険

ノ
運

用

'T
同

業

組

合

1t
l
任

セ

ラ

レ
'保

険

-山
階

ヌ
ル
経

費

ノ
分
捧

バ
各

同

業

組

合

,lt
テ

畢

猫

二
行

ハ

ル

,
ヲ
以

タ
､陶

業

粗

食

員

バ
傷

害

′
多

寡

ニ
ッ

キ
非
常

-1
金

銭

上

ノ
利

嘗

願

係

ヲ

有

ス｡

耐

シ
テ
保

険

法

.1
此

同

業

粗

食

二
封

シ
.､傷

害

防

虹

設
備

.t
随

ヌ
ル

規

則

ヲ
雨

足

シ
'施

行

シ
'且

ッ
監

督

ス
ル

棟

限

ヲ
異

へ
ア
ル

ヲ
以

テ

扇

業

組

合

'l

此

制

限

二
基

キ
職

工

ノ
代

表

者

卜
協

議

シ
宣
/
傷

害

防

止

規

程

ヲ
制

定

シ
'之

レ
ヲ
各

組

金

員

-一
強

制

ス
｡

若

シ
粗

食

員

ガ
傷

害

防

止

規

程

1一
往

PT
ザ

ル

ト

キ
ハ

一
定

ノ
罰

金

二
慮

シ
'且

ッ
其

保

険

科

ヲ
高

ク

ス
D

叉

職

工

ガ
此

規

程

t)

徒

ハ

ザ
ル

ト

キ

モ

一
定

ノ
罰

金

二
島

ス
フ

而

シ
テ
/
同

業

組

合

ニ

'T

技

師

ヲ
密

キ
､政

府

ノ
工

壊

監

督

官

ノ
升

.一
㌧工

場

ノ
検

査

ヲ
宥

ヒ
'傷

害

防

虹

設

備

三
池
反

ス

ル

コ
ト

ナ

キ

ヤ
否

ヤ
女

.1
通

常

ナ

ル

改

良

ヲ
加

フ
ル

鎗

地

ナ

キ

ヤ

ヲ
注

意

セ

シ

ム
O

比

等

ノ
技

師

二
向
キ
専

門

的

智

識

ヲ
有

シ
'傷

害

統

計

ノ
孟
ス

所

一一
依

ブ
最

巧
有

効

ナ

ル

俊

嘗

防

止

ノ
提

案

ヲ
盛

シ
ヅ

,
ア

リ
｡

カ

ク

チ
'向

菜



組
合

ハ
傷

害
防

止
規
程
.訊
金
､及

ビ
槍
査

ノ
三
者

1]
依

ヴ
常

二
其
工
壊

ノ
傷

害
防

止

ヲ
計

-
ク
リ
.

同
業

組
合

ノ
工
場

検
査
､傷
害

防
止
規
程

ノ
公
布
'危
険

ノ
防

止
'故
富
者
救
護

二
要

ス
ル

金
額
ハ

一

九
T
ti
年

17
ハ
約

二
百

二
十
嵩
梅
(農
業
傷

害

保
険

等

ヲ
合
算

ス
ル

ト
キ

ハ
総

計

二
百
四
十

傑
商

(I/

,.

馬
)
ユ
シ
テ
英
紙
支
出
金

ノ

一
分

三
腹

芸
常

ルG
此
升
､偶

々

ノ
工
壌

ガ
畢
凋
二

傷

害
防
止
設
備

ノ

演

メ

エ
費

r(.
金

ハ
此
十

惜

工
上

ル

べ
シ
ド

イ

フ
■

濁
逸

二
於

ケ
ル

傷

害

ノ
減

少

'T

此
機
関
並

])

組
織

ノ
傷

害
防
止
運
動

.)
蓋

ク
コ

ト

rt
凡

テ

ノ
人

ノ

一
致

ス
ル

見
解

ナ

ク
っ

加

之
'傷
蕃
保
険

組
合

.1
略
急

事
常
所
'施
薬
所
､病

院

ヲ
設

ケ
'傷
害

教
生
後

進

11
必
要
ナ
ル

手
普

ヲ

施

ス

コ
ト

,
セ
リ

｡

若

シ
職
工

ガ
此

手
常

ヲ
受

ク
ル

コ
ト
ヲ
拒

ム
ト
キ

'1
保
険
利
益

ヲ
給
異

セ
ヂ
ル

カ
.叉

r
T

之

レ
ヲ
減

額

ス
ゎ

此
制
度

三
枚
リ

テ
職

工

ハ
些
細

ナ
ル

負
傷

tl
.ブ
モ
直

チ

エ
専

門
轡
師

ノ
診
察
.潜
療
卓

術

ヲ
受

ケ
得

手/､其

苦
痛

ヲ
滅

ジ
'廃
疾

ト
ナ
ル

コ
･-
ヲ
免

ル
｡

而

シ
テ
膚

疾

者

ノ
増
加

.1
工
揚

ま

ノ
負
捧

ヲ
鰭
ス

コ
ト
大

ナ
ル

ヲ
以

テ
'同
業
組
合

TT
プ

♪
腫
急
治
痩

一一
非

人
九
)

常

ナ

ル

努
力

ヲ
馬

シ
ツ

,
ア
リ
C

負
傷

者

や
'死
者

竃
偽

者

ノ
割
合

ガ
年

々
城
少

シ
ツ

,
ア

ル

バ

大

一一
此
艦
急
事
督

ノ
行
届

ケ
ル

エ
依

ル
し

カ
ク

ラ
此

設
備

ノ
労

働
能

力

ノ
保
存

】一
ツ
キ
貰

献

セ

ル

コ
ト

ノ
大

ナ

ル

ハ
等

シ
ク
人

ノ
詔

ム
ル
所

ナ

リ

鵜
逸
'傷

害
保
険

.,
其

被
保
険

者

三
文
梯

フ
年
金
､撃
療
費

ガ
年

々
薯

シ
ク
増
加

シ
ツ

,
ア

ル
エ

第
二

十
四
番

(
-
<

二

)

論

説

勢
働
保
臆
ノ
創
設
か
､
ユ
現
法
′

励
行
分

電
五
紙

二
ヒ



第
丁
字

蛸
奄

(八
i
二
)

論

究

勢
働
喋
険

ノ
即
設

カ
'
工

場

1蹄
ノ
励

行

力

節
五
鱒

二
八

的

･,
ク
ズ
'工
壊

iii
ノ
負

謄

ス

ル
保
険

料

ノ
削

合

ガ
多

ク

ノ
事

業

/i
於

テ
次

第

.1
級

少

シ

ツ

,･ア

(f
c
)

三

ノ
薯

シ
キ
例

ヲ
拳

グ

レ
パ
磁
束
機

械

工
警

於

三

其

保
険

和

義

叙

宵

讐

;

守
,

一
八
九

四
年

ニ

'1
0
'人

人
馬

ナ

リ
シ

モ

ノ
ガ
'
一
九

〇
八

年

ニ

ハ
〇
､四
四

馬

工
下
り

'製

菓
業

二
於

テ

ハ

一
八
九

三

年

ノ

一
㌧〇

三
梅

ヨ
ヅ

一
九

〇
八
年

ノ
〇
五

五
馬

二
下

レ
ル

ヲ
見

ル
｡

此

ノ
如

キ

保

険

撒

ノ
城

少

'T
iii
ト

シ
テ
傷

害

ノ
減

少

1一
基

ク

モ
ノ
ナ

リ
b

此

ノ
如

ク
傷

害

ガ
大

三
波

少

シ
'保
険

卦

ノ
負

垢

ガ
大

三
陸
繰

セ

シ

バ
賓

二
傷

害

防

止
設
備

並

1)
圏
療

機
閲

ノ
完

備

工
准

リ
｡

鳩
逸

ノ
傷

害

保
険

ヲ
成

功

セ

シ
メ

シ

モ
ノ
賓

二
此

レ

1一
社

ル

コ

●

ト

't
凡

チ

ノ
人

ノ
詔

ム
ル

所

ナ

リ
｡

(〓
)次

二
疾
病

保
険

ニ
ッ

キ
テ
之

レ
ヲ
見

ル

ニ
'算

働

者

百

人

ノ

7
年

間

ノ
疾

病

回

数
ハ

一

八

八

八

年

1i
'1
男

子
'三

三
､五

回
女

子

二

八
'九
回

ナ

リ

シ
ガ
次
第

二
糖

加

シ
テ
'
一
九

一

山
年
ニ

ハ
男

子

四
四
､〇
回
女

子

三
八
'二
回

ト
ナ

タ
'叉

一
回

ノ
疾

病

平

均
期

間

T.P
同

7
期

間

工
於

テ
'男

子

;
六
'六

(千
.I
)

日
女

子

t
七
'七

日
ガ
男

子

7
人
'七

n
r女

子

二
三
㌧七

日

二
相
加

セ
ル

ヲ
見

ル

久
地

ノ
表

二
依

レ

(十
二
)

ノ
疾

病

ノ
治
療

期

間

モ
長

ク
ナ

レ
ク
(

此

ノ
如

キ

'1

一
見
労

働

者

ノ
健

康

状

態

ガ
患

シ
ク
ナ

リ

ッ

,
ア
ル

ガ
如

キ

ミ
信
惑

ス
べ
キ
筋

ノ
説

明

-)
依

レ
'rr;
此

増
加

ハ
童

ト

シ
テ
'従

寒

蟹
療

ヲ
充

分

]】

受

ケ
得

ず

リ
シ
者

ガ
保
険

制

度

ノ
銭

こ
微
志

ニ
チ
モ

治

療

ヲ
受

ケ
'且

ツ
凡

ナ

ノ
疾

病

J一
際

シ



(
↓
二こ

垂

癒

ス

ル
迄

治

療

ヲ
受

ケ
得

ウ

ル

･
7T
至

ブ

シ

11
困

ル

モ
ノ
ナ

ク
.
従

ッ

ーブ
勘

民

ノ
健

康

増

進

上

寧

p
良

好

ナ

ル
影

響

ヲ
恋

セ
リ

ト
為

ス
者

多

シ
oJ

■

今
之
レ

ヲ
国

民

死

亡

率

]】
観

ル

t一
'狗
逸

一l
テ
ハ

人

口

千

人

-1
ツ

キ

1
八

九

一
年
こ

.1

二

四
'七

人
二

九

〇
一
年

l二

三

,八

人

ナ

リ

シ

モ

ノ
ガ

完

一

一
年

:

一
八
三

-

ナ

レ
(

鳩

)
R
e
i
c
h

sa
r-

b
e
it
s
b
】
a
t
t

.1
過

去

十

年

問

ノ
死

u

率

ノ
減

少

.1

一
部
.1

融

合

政

策

.1
綜

セ

ザ

ル

べ

カ

ラ

ザ

ル

べ

(十
五
)

カ

ラ

ズ

ト

イ

ヘ

リ
｡

叉

一
八

八

五

年

以

釆

都

市

ノ
死

u

率

ガ
滅

少

セ

ル

モ
疾

病

保

険

二
負

フ
併

(十
六
)

大
ナ

ク
o

大

都

市

工
於

ケ

ル

肺

結

核

死

亡

者

ノ
教

ハ
近

年

著

ク
披

少

セ
ル

t
p
.亦
'疾

病

保

険

ノ
保

〓〓岸

健

連

動

ノ
効

果

大

ナ

ヅ
ト

ー

フ
n

叉
疲

病

保

険

組

合

中
'著

名

ナ

ル

ラ

イ

ブ

チ

ッ

ヒ
疾

病

保

険

粗

令

-一
於

テ
死

亡

率

ノ
大

1一
減

少

セ

ル

ヲ
見

ル
.

若

シ
夫

レ
疾

病

保
険

ノ
国

民

ノ
髄
カ

ヲ
壮

健

ニ

セ
ル

結

果

1一
室
リ

テ

',

統

計

的

1.8
説

明

ス

ル

コ
ト
困

難

ナ

リ

.L
准

tp
.狗

逸

労

働

者

ノ
労

働

能

力

優

良

エ
シ

テ
'兵

士

ノ
元

来

旺

盛

ナ

ル

ハ
疾

病

保

険

制

度

二
負

フ
所

大

ナ

ル

ハ
多

ク

ノ
人

ノ
詔

ム

ル
慮

ナ

ク
｡

蓋

シ
疾

病

保

険

粗

食

.1
臆
急

事

普

ヲ
迅

速

-]
シ
､留

療

ヲ
完

全

tT
シ
病

院

療

養

所

ヲ
設

備

シ
､小

冊

子
‥講

塀

等

ノ
方

法

ヲ
以

.ズ
衛

生

思

想

ヲ
激

吹

シ
'
一
敗

衛

生
状

聾

ノ
改

良

ヲ
計

り
'時

エ

バ
被

保

険

者

ノ
住

居

ヲ
検

査

シ
テ
衛

生

上

改

良

ス

べ

キ
粘

ヲ
指

摘

シ
'久

'T
家

屋

ノ
滑

毒

ヲ
行

ヒ
威

1]
近

第
二
十
四
番

(八

三
7)

論

説

労
働
保
険
ノ
創
設
カ
'
工
場
法
ノ
励
行
力

第
五
航

二
九



第
二
十
四
懸

(
八

一
g
:)

論

説

労
働
探
険
ノ
創
設
カ
､
工
場
法
-
靭
行
ヤ

第
五
耽

三〇

年

肺

結

核

ノ
防

止

ニ
ッ
キ
森

常

ナ

ル

設

備

ヲ

設

ケ
活

動

ヲ
禿
.
シ

ツ

､

ア

リ

一
般

工
肺

結

核

防

止

連

動

ガ

近

年

盛

ン
ト

ナ
ブ

タ

ル

ハ
疾

病

保

険

親

分

工
負

フ
盛

大

ナ

ル

',
大

家

ノ
認

ム
ル

虞

ナ

(f
QP
)
警

疾

病

保

険

組

合

ノ
願

療

病

院
等

工
費

シ

タ

ル

金

二

九

一

三

三

一
億

八

千

入

官

五

十

六

嵩

馬

tt
シ
テ
'疾

病

支

給

金

一
億

六

千

八
百

九

十

耗

褐

ヲ
超

過

シ
､組

支

出

金

ノ
四

割

八

卦

へ十
八
)
-

ヲ
占

ム
ル

次

発
ナ

リ
｡

而

シ
テ
疾

病

組

合

77
ヨ
リ

ブ

常

時

治
療

ヲ
受

ク

ル

者

.1
肺

結

核

患

者

ハ

7
八

九

七

年

ノ
三
'三

三

四

人

ヨ

リ
一
九

一

一
年

ノ
四

七
五

七

九

人

工
上

り
其

他

ノ
患

者

ハ
同

期

(十
九
)

間

-一
於

テ

五
､八

八

八

人

ヨ
リ

三

九
七

九
八

人

三
上
レ

リ

､'

斯

ク

テ
疾

病

保

険

ガ
労

働

者

ノ
不

率

ヲ
軽

減

シ
其

勢

働

能

力

ヲ
増

進

シ
互

ッ
疾

病

ノ
頻

出

二
位

ル

疾

病

支

給

金

ノ
負

捨

ヲ
軽

城

セ

ル

コ
ト
少

シ

ト

セ

ズ
O

猶

逸

疾

病

保

険

ノ
成

功

亦

此

疾

病

防

止

運

動

二
負

フ
所

大

ナ

リ
.

(蔓

算

働

カ

ノ
快

復
'死

亡

率

ノ
演

少

ハ
叉

感

涙

保

険

一i

負

フ
･所

多

シ
｡

蓋

シ
癒

疾

者

/
多

キ

･L

キ
J

,'
感

疾

保

険

ノ
負

鎗

大

ナ

ル

ヲ
以

テ
腐

疾

保

険

局

P,

病

院
､療

養

所

林

間

保

東

新
'看

護

院
感

動

･

場
藤

壊
'日
光

浴

嘩

晦

形

矯

jE
所
'等

ヲ
設

ケ

テ
十

分

ナ
ル

願

療

ヲ
施

シ
'且

ッ
建

築

組

合

77

補

助

金

ヲ
輿

へ
ブ
家

屋

ヲ
衛

生

的

ナ

ラ

シ

メ
'病

院

ノ
建

設

ニ

rT
低

利

J
貸

付

ヲ
行

i,
議

演

及

ビ
印

刷

物

tt
ヨ
ブ
タ
衛

生

思

想

ノ
涌

養

1一
努

ム
{)

殊

.t
近

時

各

地

n
結

核

検

診

所

ヲ
設

ケ

プ
結

核

ノ
検

診

ヲ
為

シ
'結
枚

療

養

所

ヲ
設

ケ

一7
重

患

者

ヲ
隔

離

療

養

セ

シ

ム
γ

等
'肺

結

核

防

止

-,(
カ

ヲ
注

ブ

コ



ト
著

シ
キ

モ
′
ア

リ
ひ

カ

タ
テ
√
膚

疾

保

険

局

.丁
ア
治
療

ヲ
受

ク

ル

者
♪

肺
鈷

核
患

者

'二

八

九

七
年

ノ
三
'三
七

四
人

ヨ
ク

一
九

一
〇
年

ノ
四
六
七

一
七

人

二
上

り
'其

他

ノ
患

者

ハ
向
期

間

二
於

テ
七
二

九

〇
人

ヨ
リ
六
七
五

九

三

人

.]
上

レ
リ
｡

之

レ
ヲ
被

保
険

者

ノ
数

工
封

比

ス
ル

･i
キ
ハ

一
八
九

七
年

.1
J,
被

保
険

者

一
商

人

-小
ツ
キ
九

人

ガ
歯
療

ヲ
受

ケ
ダ

ル

一二

九

一
〇
年

ニ

ハ

七

八
人

ガ
嘗
療

ヲ
受

ク
ル

コ

ト

,
ナ

レ
リ
､一

文
､頻

疾

保

険

ノ
疾

病
.療

疾

防

止

運
動

工
費

セ
ル

金

ハ

一
八
九

七

年

-1
ハ
約

二
百
嵩

馬

ナ

ブ

シ
ガ

一
九

一
〇
年

ニ

ハ
約

二
千

七

百
嵩

馬

(二
十
)
ト
ナ

レ
-

即

チ
此

隷

防

費

ハ

山
八
九
七

年

ニ

rT
保

険
掛

金
ノ

二
六
容

膚

疾
年

金

額

ノ
三
､四

%
ナ
リ

シ

tp
ノ

(二
十
二

ガ

一
九

一
〇
年

ニ

ハ
夫

レ

-
､
70
'七

tS
J
一
二
㌧八

〆

ト

ナ

レ
リ
｡

童

疾

保

険
ガ

如

何
工

治
療

ノ

方

面

17･カ

ヲ
致

セ

ル

カ
ヲ
知
ル

二
足
ル

べ

シ
O

要

之
'濁
逸
..一
於

ケ
ル

労

働

保

険
ハ

傷

軍

疾
病
'塵

疾

ノ
漁

防

二
親

シ
非

常

ナ

ル

努

力

ヲ
翁

シ
メ

ル

モ
ノ

ニ
シ
テ
'之

レ
ガ
番

メ

一一
労

働
者

ノ
苦

痛

貧

陶

ヲ
除

キ
'保

険

科

ノ
負

鎗

ヲ
節

約

シ
'保

険

科

ノ
劇

壁

ヲ
防

ぎ

テ
'保
険

ノ
運

用

ヲ
助

ケ

ク

ル

コ
ト
砂

シ
ト
セ
ズ
O

賓

.]
狗

逸
労

働

保
鹸

ヲ
シ

テ

敵

功

セ

シ
メ

タ
ル

大

原
固

Jl
此

海

防

運

動

エ
ア
ル

コ
ト

'1
多

ク

ノ
識

者

ノ

一
致

セ
ル

見
解

ナ

ク
9

闇

(
I
)
燭
逸
帝
臨

三
∴

疾
病
保
険
弦

二

八
八
g
l串
十
二
月

小
目

ヨ
-
'
傷
害
保
険
法
二

八
八
五
年
十
月

】
臼

ヨ
リ
老
衰
墳
疾
保
険
法

二

八
九

7
年

7
月

7
日
Tr
l!
茸
施
セ
ラ
レ

タ
ル
ナ
リ
O

(
こ
J
A
lJ己

ic
hc
N
ach
rich
lel-
l
e
ュ

(
c
ieh
sversu
h
eri111g
-
蔓

tJcIL,er
･

第
二
十
粥
蓉

(
八

一
五
)

論

説

労
働
保
陰
ノ
創
設
刀
'
工
場
法
ノ

励
行
力

第
五
蚊

三

山



節
二
十
内
省

(
八

7
六
)

論

説

労
働
保
険

-
創
設
ヤ
'
工
機
弦
ノ
励
行
カ

節
五
紙

三
三

sicTtt
I.
i..Tin
q
.
}3,(
ノ一,7C,〕(Lh
Lry
:
S〕
c
i
l

l
I･…
.Ll-i.11Cニ
1.
14
5
,)

(
蕊
)
S
tptisLli己
-a-S
.T
lh
rT,t･ch
,1.ir
d
lS
D
LutSCh
n

R
e
i
clJ.
79
i3
･
S
･
360
.

(田
)
血
減
少
ノ

.l
部
ハ
従
氷
全
日
療
妖
ト
セ
ラ

レ
タ
ル
者
か
近
衆

二

部
墳
叛
叉
二

時
労
働
本
能
ト
也

ラ
ル
､
二
東
レ
ル
一山封
ル
｡

(
蕊
)
W
o
‥)(rL,t･ry
･

r)･
I4
7
･

(
犬
)
)lu
ll,…n-
)弓
…
S
JCi･lt
Il]Su
ra
n
Ce
･
P
･
74
.

(七
)
D
Iで

to
･
p
.
7
5
･

(
A
)
S
ta
lListisch
eS
J
lh
rL,u
ch
a
.
a
,
0
.
S
.
36
7
.

(
九
)
D

ISSelL,e
S･
36
3･

(サ
)
T3u
〓
eti-1
Cf
二
,a

jh
lea
u
｡
f
I
･1L,:,r
X
X
T･
(
)u
H

u
).
r,･
l,･
778
-7
S3

(す
ご

F
…
一.k
el
i,u
l(I
1)･1W
-呂
･
I,･
24
0
･

F
iscF
r･
S
･
596.

(十
こ
しn
sc
h
er.
S
.
59
5,

(十
三
)
F
ran7㍍
3
2
こ

1)-
JUrl.
p

2
Lr･

(十
四
)
S
tl
fListich
e
こ

Jh
rbllCh
19
13
.
S
･
2
2.

(
十
五
)
R
cich
slrl,eitll,1TLtt
T,9
1
I
･
N
J
‥
.･

(十
六
)
V
ierLe
Tjlh
TSheftc
n
zur
S
〔atisti打
へ1川ニ
)eutlCh
en
R
eieh
s･

19OJ,

I
tr
.
S
.
Ⅰ6
1
ff･

,十

七

)

D
LIW
いじn
･
7
207
･

(
サ
凡
)
S
蔓
iStiiCh
es
l
ah
rT)1,e
h

･
S･
3
581

(十
九
)
F
ibChe
r.
S
･
595
･

(
こ
す
)
D
Lm
,scm

p
.
Ⅰ9
0
.

(
こ
す
l
)
D
itto
.
I,.
r8
7
T

≡

災

害
'疾

病
'墳

疾

預

防

設

備

ノ
完

成

ガ

積

極

的

二
保

険

ノ
効

用

ヲ
畿

揮

ス
ル

上

ニ
ッ

キ
餅

ク

べ

カ
ラ
ザ

ル

ノ

ミ
ナ

ラ

ズ
､泊

極

的

17
保

険

ノ
弊

害

ヲ
除

去

ス
ル

上
一
一

ツ

キ
必

要

ナ

ル
コ
ト

ナ
リ

｡

吾

人

rl

此
鮎

--
ツ
キ

チ

モ
'先

進

国

ノ
経

験

ヲ
考

察

セ

ザ

ル
べ

カ

ラ

ズ
｡

労

働

保

険

ノ
弊

害

ト

シ

テ
'主

張

セ

ラ

ル

､
夙

多

シ

ト
雄

tp
.本

論

.1
関

係

ア
ル

事

項

ヲ
約

逓

ス

レ
バ
(
I
)労

働

保

険

ハ

詐

病

者

ヲ
出

ス
O

許

病

者

ノ
数

ニ

ッ

キ

タ

ハ
議

論

ア

レ
ド
､其

存

泰

ハ
否

定

ス

べ

カ

ク

ズ
O

(〓
)微

志
'微

傷

ノ
誇

張

ガ
可

ナ

リ
.多

ク
存

在

ス

ル
n

ト
ハ

多

ク

ノ
人

ノ

iL
致

ヌ
ル

庭

ナ

リ
'

猫

逸

-‥
7
.1

着

キ
患

者

'1
新

シ
キ
患

者

二
誇

張

方

法

ヲ
薮

へ
保

険

金

ヲ
成

ル

べ

ク

多



ク

得

ン

コ

ト

ヲ
助

ク
ル

コ

ト
甚

ダ
多

シ
ト
イ

フ
｡

([fT
治

療

期

間

ヲ
不
昔

.t
長

ク

ス
や

治
療

期

間

ノ
近

年

長

ク
ナ

リ

久
ル

n
-

ト

ハ
既

二
述

べ
ク
ル

慮

ナ

リ
｡

其
原
因

ハ
一
'l
完

全

三
層
療

ヲ
施

ス

一一
准

リ

ト
錐

tP
r久

一
]7
.1

患

者

ガ
傑
偏

ノ
指

囲

二
背

キ
故

意

.1
恢

復

ヲ
遅
延

セ

シ

ム
ル

一一在
ル

n
-

ハ
多

ク

ノ
嘗

師

ノ

1
致

ス
〝

虚

ナ

ク
'

カ
ク

テ
｢今

日
外

科

拳

ノ
進
歩

1]
拘

JT
ク

ズ
'保

険

制

(
二

度
賞

施

以
前

ヨ
リ

ty
治
廃

11
多

ク

ノ
時

間

ヲ
要

ス
ル
ナ

リ
し･L
言
フ

叉
､故

意

77
治

療

期

間

ヲ
起

(

二)

長
宣

〆

ト

ス
ル

モ
'保
険

年
金

ヲ
得

ラ
ル

ト

ノ
安

心

ガ
疾

病

/
快

復

ヲ
速

力
ラ

シ

ム
ル

コ
ト

ア
ブ

へ四
)年

金

病
(R
"
1te.一hysferie)
ト

ぷ二
言

フ

べ
キ
患

者

ヲ
多

ク

ス

コ

レ

.1
負

傷

ガ
軽
微

ナ
ル

1
1
拘

'1
ラ
ズ
種

々

ノ
紳

鮭

的
苦
痛

ヲ
威

ジ
'蓬

Lt

憂
欝

症

二
陪

ル

モ
ノ
ナ

タ
｡

此

病

束
ハ

保
険

ナ

ク

+(

心
身

ノ
緊

張

一7
因

リ

テ
容
易

二
快
復

シ
得

ベ
キ

.一
､保
険

年
金

ヲ
受

ケ
得

ル

ト

ノ
観

念

ガ
安

心

ヲ

(
≡
)

輿

へ
'細

微

ナ

ル

症
状

-一
モ
苦
慮

セ

シ

ム
ル

ヨ

リ
生
ズ

ル

モ
ノ
ナ

リ

ト

イ

フ
＼

此

種

ノ
神

経
病

ノ

増
加

.1
多

ク

ノ
馨

師

ノ
認

ム
ル

所

ナ

リ
)

而

シ
テ
此
種

神

経

病

ノ
恢

復
ハ

週
沸

ノ
保
険

年

金

ヲ(gil)

輿

フ
ル

璃
逸

一一
於

タ

ハ
例
外

-I

レ
ド
保
険

金

ヲ

7
度

.]
支

沸

フ
図

一一
於

テ
ハ

原

則

ナ

ッ

ト

イ
ブ

以

テ
長

ク
年
金

ヲ
得

ン
ト

ス
ル

心

理
作

用

ガ
此
紳

匪
病

-T
影
響

ス
ル

盛

大

ナ

ル

ヲ
知
ル

ペ
シ
ト

_
I

虜

ス
老

ア
リ
ー

此
種

納

経

病

ノ
多
数

工
存

在

シ
且

ッ
其

主
因

ガ
保
険

年

金

二
在

ル

コ
ト

'T
多
数

●

ノ
嘗

聾
者

ノ
澄

明
ヌ
ル

虚

ナ

レ
ド
'叉

反
封

諭

モ
ア
リ
'未

ダ
定

説

ナ

ラ
ザ
ル

ガ如
シ
｢J

然

シ
ナ

ガ

郡
二
十
粗
食

(
八

7
ヒ
)

論

説

骨
働
保
倹
ノ
別
語
ナ
､
工
場
法
ノ
励
行
力

節
玉
髄

1三
二



第
1
亭

内
管

(
八

山
八
㌧

論

説

労
働
保
険
ノ
創
設
カ
'
工
場
法
ノ
励
行
カ

第
五
鱒

三
四

ラ

､保

険

年

金

ガ

此

納

経

病

/

一
原

因

タ

ル

コ
ト
ハ

疑

ヲ

容

レ

ズ

ト

イ

ブ
､

叉
仮

令
カ

,
ル

神

経

I

柄

/
程

度

三
速

セ

ザ

ル
迄

竜
､患

者

端

成
ル

可

ク

多

ク

ノ
年

金

ヲ
得

y
n

ト

ヲ
苦

慮

シ

'叉
'1
年

金

ノ
引

下
グ
一才

レ

ン

コ
ト

ヲ

心

配

シ
'絶

ユ
ズ

栴

紳

ヲ

ネ

安

ノ
状

怒

二
濃

ク

結

果
融

鮭

一l
塵

詞

ヲ

釆

(:,17
)

シ
､労

働

不

能

ノ
状

潜

1-
暗
ル

コ
ト

ア
ル

',

多

ク

ノ
審

師

ノ
認

ム

ル
慮

ナ

リ

此

ノ
射

キ

ハ
蘭

tLt
労

働

カ

ブ
窮

ク

ス

ル

ノ

ミ
ナ

ク

ズ
'叉

其

弼

立

心

ヲ
薄

ク

ス

ル

キ

ノ

.1

シ

テ
､

国

民

軽

添

上

決

シ

テ
望

マ

シ

キ

n
･1

ニ
非

ズ
っ

況

ヤ

此

結

果

ガ

保

険

制

度

ノ
負

拾

ヲ

大

1)

シ
'正

直

ナ

ル
者

ガ

不

正

直

ナ

ル

者

ノ
馬

メ

エ
飴

分

ノ
負

薦

ヲ
溝

シ
鹿

ま

戯

+i,
国

家

.1

詐

欺

者

怠

慢

者

ノ
璃

メ
1

一
費

用

ヲ
負

塘

ス
ル

ノ
結

果

ト
ナ
ル

i]
於

テ

ヲ

ヤ

前

記

〟
如

キ
労

働

保

険

′
弊

害

二

.,
保

険

制

度

ノ
敏

陪

二
義

ク

モ

ノ
ナ

リ

ト
錐

#
.久

一
.
.

一

.t
疾

病

傷

害

ノ
攻

防

ガ
未

が
十

分

ナ

ラ

ザ

ル

ニ
基

ク
モ

ノ
ナ

ブ
ゥ

鵜

逸

tt
テ

ハ
前

途

ノ
如

ク
疾

柄
､傷

害

鍬

防

連

動

.]
大

ナ

ル
努

力

ガ

馬

サ

レ
層
ル

ニ

拘

ハ
ラ

ズ
'未

ダ
十

分

ナ

ラ

ザ

ル

n

ト

'T

屡

･
(六
)

人

ノ
説

ク
庚

ナ
ク

〔
1

傷

害
'疾

病

防

止

設

備

ハ

保

険

ノ
弊

害

除

去

策

ト

シ
テ

モ
必

要

ナ

ク
｡

加

之
'若

シ
傷

害
'疾

病

防

止

策

1]
シ
テ

妖

精

多

カ

ラ

ン

1一
.二
木

注

意

叉

ハ

故

意

ノ
傷

害

ヲ
多

ク

ス

べ

,b
o

サ

ケ

キ

ダ

.]
保

険

一一
加

入

セ

ク

ト

ノ
観

念

ガ

動

モ

ス

レ

メ
労

働

者

ノ
用

心

ヲ
淡

穀

ス

ル
恐

ア

ル

一I
P工

場

ノ
設

備

ガ

不

完

全

ナ
ル

ト

キ

.1

益

傷

害

ヲ
起

シ
易

カ

ル

べ

シ
'

且

ッ､設
備

ネ



完

杏

ナ
ル

賂

各

一二

枚
恵

三

偽

首

ヲ
過

シ
;之
レ

ヲ
工

填

設

侃

ノ
不

完

を

二
相

シ
テ

保

険

金

ヲ
符

ン

-

ス

ル

老

ヲ
生

ジ
易

シ
】

是

レ
決

シ
テ

軽

戒

ス

べ
キ

コ
ト

.7
ア

ラ

ザ

ル

べ

シ

r

上
説

ノ
諦

弊

薯

.t
惹

キ
ナ
(T
保

険

訴

談

フ
多

ク

ス
ル

傾

ア

リ
)

是

レ
鵜
逸

二
於

ナ
捷批
難

セ

ラ
ル

,
慮

ナ

リ
ノ

(pt
均

iij
ノ
事

務

ヲ
煩

多

ナ

ラ

シ
メ
涙

粉

塵

馳

並

二
上

境

iii
ノ
経

費

ヲ
増

加

セ

シ

ム

ル
べ

シ
｡

(

.1)保
険

ノ
寒

川

ヲ
多

ク

シ
､駅

家

工

場

箕

久

ビ
労

働

新

ノ
VT
.
腔

ヲ
大

ニ
ス

べ

シ

光

モ
勢

働

保

険

ノ
諸

弊

害

'
l

戎

ハ
常

師

ノ
H

山

選

様

ヲ
禁

止

ス
ル

コ

ト
ニ

依

り
'或
ハ

監
併

願

官

ヲ
艦

ク

コ

ト

ニ
放

り
'或

JT
疾

柄
､傷

貨

ノ
保

険

金

ヲ
琉

銀

ノ

一
部

･.一
止

ム
ル

コ

ト

ニ
放

り
'或
ハ

懲

働

着

工
保

険

料

ヲ
多

ク
負

捨

セ

シ

ム
ル

コ
ト

ニ
依

リ

テ
幾

分

力
之

レ
ヲ
防

〆

コ
ト

ヲ
得

ベ
シ

(七
)

然

レ
ド

モ
此

等

ノ
教

溌

ハ
絶

対

一一
非

tT(
J

多

ク

ノ
弊

害

ハ
疾

病
'傷

宰

ノ
経

生

メ
ル

コ

･
1
ヨ

リ

先

ズ

ル

モ
ノ
ナ

レ

.I(
共

.*

ェ
遡

リ

ブ
疾

嫡
'傷

賓

ノ
防

止

設

備

ヲ
改

善

ス
ル

コ
ト
根

本

的

方

法

ナ
ル

ベ

シ
､､

叫
.
¶

1

J
卜
教

授

ハ

鵜

逸

労

働

保

険

ノ
弊

害

ヲ
端

論

シ
ク

ル

後
凍

結

論

二
日

ク
r労

働

保

険

ハ
道

徳

上

並

工
衛

生

上

好

マ

シ

カ

ラ

ザ

ル

紡

果

ヲ
鄭

シ
ク

リ
〉

是

レ
初

メ

ノ
内

.1
遇

ク

'(
カ

ラ

ザ
ル

弊

害

ト

シ

テ
ノ
寛

容

セ

ラ

レ
ク

ル

#
.其

弊

害

ガ

次

第

二
相

長

シ
タ
ル

結

氷

蓬

二
労

働

保

険

ノ

(八
)

宿

昔

ヲ
全

然

疑

問

ナ

ラ

シ

ム
ル

.1
妻

レ

リ[
ト
同

教

授

ノ
議

論

71
封

シ

テ

ハ
種

々

ノ
緋

駁

ty
ァ

<T:3
二
十
四
塔

.(入

7
九
)

論

溌

労
働
保
険
ノ
別
記
カ
'
工
場
沌
ノ
励
行
カ

都
立
鵬

三
並



第
二
十
拘
管

(八
二
)

論

説

噂
働
楳
険
ノ
糾
｡.rt=ぅ
､
工
増
泣

ノ別
行
ウ

沸
立
披

三

八

リ
｡

同

教

授

ノ
言

rT.
過

激

二
葉

セ
ル

ヤ

..1
思

(L
ル

レ
ド
､労

働

保

険

ノ
運

用

ヲ

萌

ラ

バ
其

効

果

ヲ

大

王
枚

数

ヌ
ル

ノ
恐

ア

ル
コ

ト

ハ
戒

メ

ザ

ル
べ

カ

ラ

ザ

ル
コ

ト

ナ

リ

｡

要

之
'鳩

逸

工
於

ケ

ル
経

験

二
依

レ

バ
労

働

保

険
エ

pl.
弊

害

ヲ
件

ヒ
易

シ
('

之

レ
ガ
除
去
rT

保

険

制

度

ノ
完

全

卜
疾

病
'傷

字

防

止

設

備

ノ
整

備

ト

ニ
待

ク

ザ

ル

べ

カ

ク

ズ
O

上

述
ス

ル

所

二
依

り
､疾

病
､傷

害

防

止

設

備

ハ
'保

険

J
利

益

ヲ
殻

揮

ス
ル

上

-一
於
チ

モ

'基

弊
昔

ヲ

除

去
ス

ル
上

二
於

テ

映

ク

べ

カ

ラ

ザ

ル

･#

ノ

ナ

ル

コ
ト

ヲ
知

ル

べ

シ

ノ

(未

完
)

昭

二

)
I
)i二
11-

:
A
rch
i↑･
fiii･
t
u
rLlt〓
′t≡
(lc
.
.(q
r,(,
.

S

I7
7
Ti.
(
Jrliu
h
r.d
仔
J･
東

二
･TrT
t

州
′-
)

(
〓
)
L
a
u
c=
stL･h
:13e
i･

tr育
e
};u
r
F
rn
br,e
ユ
e
r
I:-
L
]こ
き

(
二
,T字
〔
こ
.
港

)
て
宝

.
･<

5
73
,

(
TLn
l･h
tttLl
滋
i･
lL
.

.
(

且
二引
用
ア
-
)

(
≡
)
H
u
c
h
e
:

G
e
iSte
ノ打a

n
lJ
le山:
m
(1
7ハ
u
ttu
r.
S
.
=:～"
(
lr･.1こ
､ハ1rtl六
十
.kL
東

引
川
γ′
-
)

(
四
)

S
ch
n
ltcr
二
依
ソ

バ
猫
逸

ニ
チ
ハ
給
煉

率
ハ
九
'三
%
ナ
ル
二

川練
絹
職
分

興
プ

ル
丁
托

ニ
ハ

メ/J
nm
.cr
ニ
依

レ

バ

治
療
呼
人
九
三

六
%
ナ
1
0

又
瑞
典
､
瑞

四

二
チ

7
M
梯
保
愉
お
ナ
給
輿
シ
グ
心
後

ハ
油
滴
蛇
ナ
･-l
･
-/
リ

ト
ナ
羽
打

･山花

･1
.:∴

ヒ
一〓
-.rJ
…
ー
筏
者

∴
祇
Y
.∵
ハ

N
Lleul
e
ti
jノ
軸
JI;

へ
大
)
i:
i
J
C
h
c
r
a
,
a
.
().

(七
)

W
LllL,i,･
p
L

L16
･

(
<
)
I㌣
L.Itl=
rtl･
S
･
<)u
･


